
十
一
月
二
日
（
土
）
、
本
校
創
立
九
十
周
年
を
記

念
し
、
亡
師
亡
友
慰
霊
祭
・
記
念
式
典
・
記
念
講
演

・
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
た
天
候
も

雨
に
は
至
ら
ず
、
予
定
さ
れ
た
全
て
の
行
事
を
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

亡
師
亡
友
慰
霊
祭
で
は
、
嶋
田
芳
博
三
星
会
会
長

を
は
じ
め
来
賓
五
二
名
の
御
列
席
の
も
と
、
亡
師
亡

友
を
慰
霊
す
る
式
が
亡
師
亡
友
の
碑
の
前
で
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
遺
族
を
代
表
し
て
、
脇
村

カ
ツ
エ
様
と
松
山
為
昌
様
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
体
育
館
で
、
御
来
賓
を
は

じ
め
約
二
百
人
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
記
念
式
典
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
田
芳
文
校
長
は
、
式
辞

で
「
時
代
は
変
わ
れ
ど
、
そ
の
時
々
刻
々
に
記
さ
れ

た
質
実
剛
健
の
気
風
が
本
校
の
校
風
と
し
て
現
在
も

生
き
続
け
、
鹿
屋
高
校
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
薫
り

高
く
輝
い
て
い
ま
す
。
・
・
・
在
学
し
て
い
る
み
な

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た
先
輩
方
が
駅
伝

走
者
の
ご
と
く
「
襷
」
を
つ
な
い
で
き
て
く
れ
た
お

陰
で
今
の
自
分
た
ち
が
あ
り
ま
す
。
九
十
周
年
を
迎

え
た
今
、
先
輩
達
の
そ
う
い
う
思
い
を
胸
に
、
自
分

た
ち
が
果
た
す
べ
き
課
題
と
は
何
か
、
後
輩
達
に
つ

な
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
、
そ
う
し
た
こ
と
に
静
か
に

思
い
を
致
す
節
目
の
時
に
遭
遇
し
て
い
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
深
い
徳
性
を
養
い
、
強
い
身
体
を
鍛
え
、

校
訓
の
「
知
・
徳
・
体
」
の
具
現
化
を
図
っ
て
、
次

の
世
代
へ
襷
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
嶋
田
実
行
委
員
長
と
床
次
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
三
名
の
来
賓
の
方
々

か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
有
限

会
社
ク
ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ

ー
代
表
取
締
役
社
長

中

村
文
昭
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
「
お
金
で
な
く
人

の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き

ろ
！
」
と
い
う
演
題
で
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
国
各
地
で
、
年
間

約
三
百
回
の
講
演
を
さ
れ

る
中
村
氏
の
、
聴
衆
を
圧

倒
す
る
話
し
ぶ
り
は
、
噂

に
違
わ
ぬ
予
想
以
上
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
我
々

に
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ

れ
ご
と
」
、「
返
事
は
ゼ
ロ
コ
ン
マ
二
秒
で
」
、「
今
で

き
る
こ
と
を
や
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
今
で
も
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
講
演
時
間
の
九
〇
分
が
瞬

く
間
に
過
ぎ
、
一
堂
に
会
し
た
約
一
千
二
百
名
の
観

衆
の
ほ
と
ん
ど
が
充
足
感
で
一
杯
で
し
た
。
感
動
の

あ
ま
り
、
涙
す
る
生
徒
も
い
た
ほ
ど
で
し
た
。
九
十

周
年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
心
に
残
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。
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第７１号
平成２５年

１１月１８日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

祝

鹿
屋
高
校
創
立
九
十
周
年
！

亡
師
亡
友
慰
霊
祭
・
記
念
式
典
・
記
念
講
演
・
祝
賀
会
開
催

主
な
行
事
予
定

十
一
月
（
霜
月
）

一
九
日
（
火
）
修
学
旅
行
［
～
二
二
日
］

二
二
日
（
金
）
野
外
実
習
（
一
年
）

二
八
日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察

二
九
日
（
金
）
期
末
考
査[

～
一
二
月
四
日]

十
二
月
（
師
走
）

五
日
（
木
）
マ
ー
ク
演
習[

～
六
日]

七
日
（
土
）
三
星
道
場
⑧

代
ゼ
ミ
全
国
総
合
模
試
（
三
年
）

三
者
面
談
開
始
（
三
年
）

一
二
日
（
木
）
生
徒
総
会

一
三
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
（
一
・
二
年
）

一
四
日
（
土
）
三
星
道
場
⑨

二
四
日
（
火
）
朝
課
外
終
了

終
業
式

二
五
日
（
水
）
冬
季
課
外[

～
二
七
日]

二
八
日
（
土
）
北
予
備
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

[

～
二
九
日]

三
年
特
別
学
習
会

[

～
一
月
五
日]

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
日
の
お
知
ら
せ

(

十
一
月
・
十
二
月)

相
談
者

生
徒
・
保
護
者

講

師

岡
本

眞
理
子

先
生

（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

日

時

十
一
月
二
六
日
（
火
）

十
二
月
一
〇
日
（
火
）

十
二
月
二
五
日
（
水
）

（
い
ず
れ
も
一
三
時
～
一
七
時
）

※

相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
学
級
担
任
又

は
保
健
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



ま
た
午
後
一
時
か
ら
「
さ
つ
き
苑
」
で
行
わ
れ
た

祝
賀
会
は
、
創
立
九
十
周
年
を
祝
い
賑
々
し
く
活
気

あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
開
宴
に
先
立

ち
披
露
さ
れ
た
二
年
四
組
の
和
太
鼓
演
奏
は
、
参
加

者
か
ら
大
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。単
独
の
ク
ラ
ス
で
、

し
か
も
わ
ず
か
数
日
間
の
練
習
で
見
事
な
演
奏
を
し

て
く
れ
た
二
年
四
組
の
三
四
名
の
生
徒
た
ち
に
惜
し

み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

嶋
田
芳
博
同
窓
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
長
年

に
わ
た
り
同
窓
会
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
次
の
三
名
の

方
々
に
会
長
か
ら
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

青

山

三

郎

様
（
昭
二
九
高
）

中

礼

思
無
哉

様
（
昭
三
三
高
）

岡

留

朋

美

様
（
昭
四
四
高
）

大
村
日
出
男
（
昭
三
八
高
）
様
の
乾
杯
を
皮
切
り

に
、
郷
原
武
志
様
（
昭
二
〇
中
）
の
郷
愁
を
さ
そ
う

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
ま
た
当
時
の
思
い
出
話
や
旧
交

を
温
め
る
会
話
等
が
飛
び
交
い
、
祝
賀
会
は
活
況
を

呈
し
ま
し
た
。
最
高
潮
は
や
は
り
参
加
者
全
員
に
よ

る
校
歌
斉
唱
で
し
た
。
世
代
を
超
え
、
肩
を
組
み
合

い
声
高
ら
か
に
歌
う
様
は
、
大
隅
の
雄
こ
こ
に
あ
り

き
を
実
感
さ
せ
ま
し
た
。

三
星
会
鹿
児
島
支
部
長

下
村
孝
次
（
昭
三
九
高
）

様
の
名
残
を
惜
し
む
よ
う
な
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
が
、
会
場
を
後
に
さ
れ
る
三
星
健
児
一
人
一

人
に
、
心
の
満
た
さ
れ
た
表
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
（
金
）
、
昭
和

二
九
年
卒
の
先
輩
方
に
よ
る
創

立
九
〇
周
年
記
念
三
星
塾
が
一

年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
「
同
窓
生
の
授
業
を
と
お

し
て
、
豊
か
な
人
材
を
輩
出
し

た
母
校
に
対
す
る
誇
り
と
愛
校

心
を
育
む
」
目
的
で
、
昭
和
二

九
年
卒
の
Ｏ
Ｂ
六
名
・
Ｏ
Ｇ
二

名
、
計
八
名
の
先
輩
方
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演
題
で
、
約
九
十
分

間
の
特
別
講
義
を
実
施
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
音
楽
か
ら
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
ま
で
、
様
々
な
分

野
で
の
講
義
で
し
た
が
、
八
名

の
先
輩
方
は
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
ほ
ど
の
熱
弁
を
ふ
る
わ

れ
、
自
分
の
成
功
談
や
失
敗
談

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
約
五
十

歳
ほ
ど
も
違
う
後
輩
た
ち
に
語

り
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
師
の
方
々
と
講
義
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
先
輩
方
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大先輩方から現役生へ！
＜創立９０周年記念三星塾＞
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＜講師の先輩方＞ ＊敬称略
組 講師名 講義内容
１ 春日 三郎 音楽に携わって
２ 渋谷 芳子 世界に通じる日本人

として今何を学ぶべきか

３ 立元 孝治 視聴率やベストセラー
に騙されるな

４ 永正 重俊 少年時代の感動が人生
を決める

５ 原之園 道
正三郎

６ 肥後 文雄 グローバル時代に生き
ていく君たちへ

７ 広瀬登茂子 最高の青春だった高校
生活・校歌誕生

８ 青山 三郎 史上第五の変革期


